
現代中国の中等教育

一2003年 吉林省図椚市の事例から

三 好 章

はじめに

21世 紀に入 り,中 国において1978年 以来 「改革開放」という名の政策

で進められてきた脱社会主義化の動きが確固たるものであること,そ して

90年 代以降の,「先富論」を旗印に野放図に執行された経済発展政策から,

地域間のみな らず地域 内格差の拡大が固定化 していることが誰の目か ら見

ても明らかになってきている。党 と政府が 「三農問題」などとあえて言わ

ざるを得なくなったのも,最 大の人口を抱えている農村 ・農業 ・農民部門

に最も顕著に,社 会問題 となるほどそ うした矛盾が押し寄せているか らに

ほかならない。1949年10.月,貧 しい農民の支持 と支援 とによって中国共

産党が政権を獲得 し,毛沢東によって成立が宣言 された中華人民共和国は,

しか し最 も熱心に支持 し,歓 迎して くれたかれ らを一顧だにせず,そ の成

立後の歴史において,専 制王朝 と同じく,あ るいはそれ以上厳格な人民公

社システムに農村 と農民を組み込んで管理の対象 とし,ひ たす ら重工業化

を軸 とする 「社会主義建設」のため,原 始的蓄積を行 うため,農 村 と農民

を収奪の対象 としてきたことを考えると,21世 紀に入る頃になって 「三農

問題」などと仰々 しく述べ立てるのに対 しては,何 を今更,と い う怒 りに

も似た感情を抑えられない感 さえある。人民共和国成立後すでに60年 に

なんなんとしているが,中 国歴代各王朝の統治期間を考えてみれば,こ の

時間は決 して短い ものではなかったはずである。

振 り返って教育分野に目を向けてみれば,1950年 代以来,ソ 連に倣って

高等教育部門への優先投資による 「人材」確保路線を突き進んできた中国

は,教 育そのものが機能停止に陥った文化大革命期を挟んでも,1986年 の
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義務教育法制定に至るまで,「義務教育」制度を提起することす らしなかっ

た(1)。現在,日 本に来ている中国人留学生に話を聴いても,現 行の義務教

育の 「義務」 とはいまだに国民の義務であって,国 家の義務ではない と理

解 している者がかなりいる。実際,制 度面だけか ら見ても,義 務教育法制

定以前の人民共和国では,高 等教育は学費などが無料であったが,基 礎教

育にあたる小学校や前期中等教育段階にあたる初級中学などでは,一 貫 し

て学費を徴収 し,そ のためもあって80年 代に入るまで,小 学校入学率は70

%に も達しなかった(2)。その一方で,人 民共和国成立当初80%程 度 と考え

られる非識字率は(3),初 等教育において地道に教育活動にあたった教員た

ちの努力によって着実に低下 していった(4)。そ して,1990年 代末には,小

学校への学齢児童入学率は全国平均で99%を こえるよ うにな り⑤,入口段

階での基礎教育問題は解決 したかのように見える。 しか し現在でも,広 涜

な農村地区では多額の学費・雑費徴収に耐えかねて子どもを退学させる者,

勉学を続けさせるために都市部に農民工 として出稼ぎに行 く者が後を絶た

ない。

想起すれば,1950年 代末,虚 構のデータに埋没 し,1500万 人以上の餓

死者を出した 「大躍進」時期,農 村では進学欲求を自ら満たそ うと農業中

学が雨後の筍の如 く誕生 した。そのほとんどは 「大躍進」の破綻 と共に消

え失せ,い くぶんかは60年 代の経済調整時期において正規の学制に組み

込まれることに成功 した。これは,当 時の中国農民が抱いた 「昇官発財」

(1)中 華 人 民 共 和 国 に お け る 教 育 史 の 概 要 に 関 して は 拙 稿 「中 国 の教 育 体 制 改 革 」(小 島 麗 逸 編

『中 国 の 経 済 改 革 』勤 草 書 房,1988年4月pp.223～248)参 照 。 ま た,こ の 間 の 基 礎 デ ー タ に

関 して は 中 国教 育年 鑑 編 輯 部 編 『中 国教 育年 鑑1949～1981』(中 国 大 百 科 全 書 出版 社1984年

9月)参 照 。

(2)『 中 国教 育 年 鑑1949～1981』1024頁 。

(3)中 共 は,政 策 的 に識 字 運 動 を展 開 した が,そ の 成 果 を 誇 る た め,人 民 共 和 国 成 立 当初 の非 識

字 率 を95%以 上 とす るな ど と,異 様 な 数 値 を 掲 げ て い る。 清 末 民 国 初 期 です で に80%ほ ど の

非 識 字 率 で あ っ た との 推 計 もあ り(EvelyuSakakidaRawski,"EducationandPopularLiteracyin

ChinChina",Univ.ofMichiganPress.February1979),ま た,統 計 的 に も こ う した 推 計 は成 り

立 た な い(PopulationStatisticsofChina(1.D.E.StatisticalDataSeriesNo.55)Compiledby

YasukoHayaseandSeikoKawamata　 InstituteofDevelopingEconomies,Tokyo,Japan,March

1990参 照)。

(4)拙 稿 「祁 建 華 速 成 識 字 法 始 末 」(『 紀 要 』 愛 知 大 学 国 際 問題 研 究 所,2007年3月)参 照 。

(5)中 国 教 育 統 計 年 鑑 編 集 部 編 『中 国教 育 統 計 年 鑑2005』 人 民 教 育 出 版 社,2006年6月,15頁 。
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の機会を自らの手で掴 もうとする試みでもあった。またこれは,人 民共和

国成立後の中国においても,中 等教育段階が将来の進路を決定する鍵 とな

る時期であったか らであ り,こ のことは現在も変わりはしない。

1.中 国の学校体 系

日本において も,中 等教育段階,特 に前期中等教育が生徒の進路決定に

おいて重要な時期であることは言 うまでもあるまい。後期中等教育に関し

てもまた,高 校進学率が90%を 優に超えている状況下では,や は り重要

な段階といえる。 このことはしか し,現 代 中国においてはより深刻な意味

を持つ。本稿は中国における中等教育段階での進路指導の実態を探ること

が目的であるが,そ のためにも中国の学校体系について簡単に説明 してお

く必要があろ う。

中国では,1985年 の 「教育体制改革の決定」(6)において文革期の単線型

学校体系を全面的に否定 し,人 材のヒエ ラルヒー構築を目指 した複線型学

校体系を制度化 した(7)。これは,現 在も基本的に維持 されている学校体系

で,小 学校卒業段階から選別を開始するものである。すなわち,大 学な ど

上級学校に進学するためには普通課程に進まねばならないが,職 業課程に

進学すると普通課程への進学の道は用意 されていないとい う,行 き止まり

型のシステムである。最近でこそ,大 学受験浪人が社会的に存在すること

が公然化し,か れ らを相手 にする予備校も産業のひ とつとなっているが(8),

当時は予備校など存在せず,現 在も普通課程以外からの大学進学は制度的

に不可能であ り,社 会教育の中で学歴を獲得するようになっている(9)。と

はいえ,そ うした社会教育によって獲得 した学歴が,学 校教育の枠内での

(6)《関干教育体制改 革的決定》『光明 日報』1985年5月29日 。

(7)拙 稿 「中国の教育体制改革」(小 島麗逸編 『中国の経済改革』勤草書房,1988年4月pp.223

～248)参 照。 もち ろん,理 念型 のみであ った文 革期 の単線型学校体 系が,教 育機関 の機能静

止状態の 中で全 く機能 しなか った こと,そ の一方で 中等教育段 階では普通課程が圧倒的多数 の

生徒数学校数 になっていた ことな ど,教 育行政の面か ら見れば尋 常ではない状況 にあったこ と

は事実であ る。

(8)た とえば 『北京 晩報 』2007年7月3日 号 には,「 北大 学園高考復読指導 中心」学生募集 の広

告を出 してお り,全 寮式で一歩 も外に学生を 出さず に勉強 させ うことを売 り物 に している。こ

うした予備校 の費用 は寮費込みで年間2万 元 以上かかる。
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学歴 と社会的に同等の扱いを受けているか否かに関しては,不 明な部分が

多い。 したがって,学 校教育の現場において敗者復活戦な しの進学競争が

展開されているわけであ り,こ れは都市 も農村も変わりはない。いや,農

村部の方が都市に合法的かつ有利な条件で移動できる手段 として高等教育

機関への進学が想定 しうる以上,潜 在的な熱気は都市部以上のものがある

かもしれない。
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上 に,中 国の現行学校体 系 を示 した(1°)。既 に説明 した よ うに,行 き止 ま

(9)こ の社会教育 によって得 られ る 「学歴」 が,一 般 の大 学な どで得 られ るそれ と同等 とされ て

いるが,そ うした評価 が社会的に認め られ ているか,は なはだ疑わ しい。

(10)中 国教育地図集編纂委員会編 『中国教育 地図集』(上海科学技術 出版社,1995年6月)15頁 。

なお,1951年 学制 に関 しては,265頁 付図2を 参照。1951年 学制で は,業 余学校や速成学校か

らの高等教 育機関進学が 可能 とされ ていたが,『 教 育地図集』 の記述か らはそ うした例 は一件

もない。すなわ ち,業 余学校 も速成 学校 も,あ くまで成人教育 あるいは社会教育 として考 える

べき ものであ り,正 規 の学校教育 とは別物 なのであった とい えよ う。
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現代中国の中等教育

りの複線型である。しかも,こ れは人民共和国成立当初に制定された1951

年の学校体系 と大きく変わるものではなく,し たがって中国では共産党政

権成立以後,異 常なまでの理念優先型平等主義が掲げられた文化大革命の

一時期を除いて,一 貫して複線型学校体系が取 られてきたことを意味 して

いる。また,1950年 代以来,教 育預算は高等教育に厚 く基礎教育には薄

かった。教員給与や教員組織に関しても同様である(11)。くわえて,1986年

まで制度 としてす ら義務教育が存在 しなかった ということは,基 礎教育に

関しても学費が必要であったわけであり,教 育の機会均等 とい う基本的人

権の観点から見て も,共 産党政権下の中国は著 しく公平性に欠けていた社

会であったといえよう。また,小 学校卒業段階での将来進路決定は,社 会

的に見て大きな問題をは らんでお り,本 人の可能性を判断する年齢 として

は早すぎると言わざるを得ない。

これ らのことか ら考えて,中 等教育段階での進路決定は,中 国の場合,

日本以上に本人 とその家族の人生に決定的な意味を持つといえよう。それ

を中国の東北地方,吉 林省延辺朝鮮族 自治州図椚市 とい う地方都市の場合

で考えてみることが本稿の目的である。図椚は農村をその後背地に持つた

め,州 都延吉や省都長春,深X111な どの南方の経済発展の著 しい都市への移

動,あ るいはそれ らの土地での就業を望む人々も多く,よ り高いステイタ

スでそのチャンスに望みたいとい う希望は当然ながら強い。さらに,先 進

国水準に到達 している同じ民族の国家である韓国への出稼ぎは,合 法,非

合法を問わず盛んであ り,そ の目的も多 くが子弟の教育費捻出である。

2.図 椚 の事例(2003年8月)

1)図 椚について

図椚市は,す でに述べたよ うに中国吉林省延辺朝鮮族自治州の東端にあ

り,図 椚江(朝 鮮名 「豆満江」)を挟んで,北 朝鮮南陽市に接 している。次

頁の写真の手前が図椚市,図 椚江を挟んだ向こう側が北朝鮮であり,「満洲

(11)拙 稿 「中国の教 員給 与制度について」(『日本大学経済研 究所 紀要』第27号1999年3月),

お よび拙稿 「民弁教 師について」石原享一 ・内田知行 ら編 『途上 国の経済発展 と社会変動 』1997

年10月 緑蔭書房)参 照。
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図椚より北朝鮮をのぞむ

国」時代には満鉄 と朝鮮鉄道の引継ぎのポイ ン トでもあった。現在でも,

一日に何本かの列車が北朝鮮 と行き来 し,1941年 につくられた図椚大橋を

通る トラック便もある。中朝国境は南部は鴨緑江,北 部は図椚江によって

区切 られてはいるものの,歴 史的に見れば,近 代国家によって国境線が画

定管理される以前,そ こに住むひ とび とは自由に行き来していたと考える

のが自然である(12)。

行政区画 としての図椚は,満 洲国時代の1934年 に図椚市として現れる

のが最初である(13)。その後,1936年 に図椚街に格下げbになったが,1945

年8月,満 洲国の崩壊にともない,延 吉県臨時政府が成立 し,11月 の延吉

(12)鄭 雅 英は 「朝鮮 民族の 中国境 内へ の大量移 住は1860年 代に始 まる」 とする(『 中国朝鮮族 の

民族関係』現代 中国研究叢書XXXV皿(平 成11年 度)ア ジア政経学会)。 その他,中 国朝鮮族

が清代以降初 めて朝鮮 半島か ら中国東北部 に移 住 した とす る研究 は多 い。中国では こ うした清

代以降の朝鮮民族 の移 住を もって現在 の中国朝鮮族 の祖 としてい るが,地 理的に理解 しが たい

ばか りか,歴 史 的にも高句麗 ・渤 海 ・高麗 な ど,朝 鮮系諸王朝が 半島部だけでな く満洲地域 に

に も領域を展 開していた ことか ら考 えて,首 肯 しが たい。近 年物 議を醸 してい る,中 国による

東北工程 が,韓 国では高句 麗史な どの 中国地 方史化 と批判 を受 けてい るが,韓 国が 自国 のナ

シ ョナ リズム のために歴 史を利用 している ことはもちろんではあるにせ よ,中 国 も同様であ る。

(13)図 イ門市 の行政区画の成立,変 更に関 して は吉林省 図イ門市地方志編纂委員会編 藍海主編 『図椚

市志(1644-1985)』(吉 林文史 出版社2006年7月)42～44頁 。
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県政府正式発足時には延吉県図椚市 となった。これは,現 在の龍井県を含

んでいた。中華人民共和国成立後の1952年9月 に成立 した延辺朝鮮族 自

治区のなかに延吉県図椚市は組み込まれ,こ れは1955年 の延辺朝鮮族 自

治州にも引き継がれた。1965年4月,延 吉県図椚鎮,注 清県の石蜆鎮をあ

わせて現在の図椚市が成立 し,同 年5月1日 の全国人民代表大会常務委員

会の批准を経て図椚市と称することになった。以後,農 村部に行政区画を

拡大 しつつ,現 在にいたっている。

2006年 末現在,図 椚市の総人口は13万2795人,う ち非農業人口10万

5783人,朝 鮮族は7万3897人 で全体の55.6%,漢 族は5万6681人 で全人

口の42.7%で あった(14)。そこか らは,一 定の都市化が進み,朝 鮮族自治州

とはいうものの,朝 鮮族 自体がようや く半数であること(15),また朝鮮族 自

体,1990年 以降全国 レベルで見ると人 口の伸びがほ とんど見られない こ

と(16)から,こ の中朝国境の町においても漢族化が進んでいることが見て

取れよう。しか し,こ この漢族は朝鮮族 と接することにより,韓 国への出

稼ぎや韓国か らの観光客相手の仕事が直接現金収入に結びつ くことを理解

してか,韓 国語を勉強するケースが よく見 られるとい う(17)。これは中国に

おける他の 「少数民族」 とは全く異なる状態であり,隣 接する同じ民族が

形成する国家の国際的な影響力の大きさとの関わ りであると考えられる。

2)朝 鮮族教育の特徴

朝鮮族が子弟の教育に熱心であることは以前か ら知られており,植 民地

化が進む中でも,現 在の延辺朝鮮族自治州にあたる間島に多 くの書塾を設

(14)図 椚市政府公 式ホームペー ジよ り。http://www.tumen.gov.cn/board.php?boardニtumen _

jingji&act=view&no=12

(15)現 在,図f門 市市長 の金基徳(1965年 生 まれ)は 朝鮮族,市 委 党書記朴松烈 も名前か ら朝鮮

族であろ う。自治州州長李 龍煕(1963年 生 まれ)は 朝鮮族であ るが,自 治州党書記の$R凱(1959

年生まれ)は 漢族で ある。 自治州 内で も,敦 化 より西側 にな る とハングル より漢字表記 の看板

な どが 目立つ よ うになる。朝鮮族 は多数を 占めるものの,漢 族化 が進んでい ることが理解 され

る。

(16)大 西広 「寧夏 回族 自治区東部貧困県の平均 的回族 家庭 の生活状況 につい て」(2008年6月15

日,日 本現代 中国学会2008年 度 関西部会 自由論題報告)に おいて示 された資料 による。

(17)2003年8月27日,愛 延 日本語 培訓学校校長 とのイ ンタビューに よる。

(18)拙 稿 「『満 州国』の朝鮮 人 一間島 にお ける朝鮮 人への皇民化教育 について」(『中国21』(Vol.

3愛 知 大学現代中 国学会,1998年4月)な ど参照。
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置し,そ れが朝鮮独立運動の拠点 ともなったこともまた,よ く知られた事

実である(18)。これは,朝 鮮王朝をはじめとする朝鮮族 ・朝鮮人の中国文化

受容,儒 学受容 と関わるものであろうが,そ れが近代以降はナシ ョナ リズ

ムの揺藍 ともなったのである。

人民共和国成立後は,し か し,漢 語 と朝鮮語 とのバイ リンガル化が進む

ことにな り,朝鮮語での高等教育は延辺大学によって保障されることになっ

たものの,漢 語を習得 しな くては北京への階段を上がれな くなって しまっ

た。このことは,イ ンタヴューでもしば しば指摘 されるところであるが,

延辺大学が中国教育部の指定する重点大学であるにもかかわ らず,朝 鮮族

の間ではさほど高い評価が与えられていない現実 となって現れている。ま

た,こ れは同じくインタヴューでも言及 されていることではあるが,民 族

教育の最高峰である中央民族大学に対する評価 とも関わってくる。

なお,言 語 としての朝鮮語は,構 造的に漢語より口本語 との親近性が強

い。このため朝鮮族の子弟は中等教育段階で履修する外国語 として 日本語

を選択することが多かったが,1990年 代半ば以降,そ の地位は英語に取っ

て代わ られつつある。

3)図 椚でのインタヴュー

2003年8月,吉 林朝延辺朝鮮族自治州図椚市において,筆 者は教育関係

者や生徒保護者に対 し,進 路指導に関することが らをふくめインタヴュー

を行った(19)。以下,そ の内容を一件ずつ紹介 したい。

①2003年8月27日 午前:図 椚市職業高級中学

ここでは,校 長 ・副校長に会 うことができた。

図椚市職業高級中学は1979年9月9日,図 椚技工学校 として創設 され,

別の中学の2階 に間借 りして授業を開始 した。この中学は,日 本時代の校

舎をそのまま使っていたが,こ の建物は,2003年 現在,既 に取 り壊 し済み

とのことであった。技工学校設置時の生徒数は300人,6ク ラスで始まっ

たが,1987年,別 置の職業学校を吸収 して規模を拡大 し,2000年 に図椚

市職業高級中学 と改称 と改称 した。現在,生 徒数600人,18ク ラス(6ク

ラス×3学 年)と,創 立当初の倍の規模になっている。教員は89人,う ち

基礎科 目担当者40人,技 術科目担当者39人,専 門科目はのべ22科 目あっ
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図椚市職業高級中学正門前にて

(19)音 声記録ではな く,イ ンタヴュー しなが らの筆記に よる記録。なお,中 国の出入 りは北京か

らであ ったた め,北 京にある人民大 学附属 中学お よび 中学生 を持 つ一般 市民か らの聴 き取 りも

行った。それ らは図椚 と異 なる場 所であ り,本 稿のテ ーマ とは離れるが,一 定の資料価値が あ

る と思われ るので,あ わせて以下に記す。

①2003年8月25日:人 民大学 関係 者

中学の学費+諸 経費 は,人 民大 学附属中学が月 当た り1800～2000元,北 京大学附属 中学 は

1400～1600元 。 北京市民の平均月 収は1600元,「 白領」(ホ ワイ トカラー)3000元 と言 うこ

とか ら考え ると,か な りの高額であ る。人民大 学の体育館は学生 ・生徒の保護者の寄付 によっ

て建設 され たが,そ の寄付 は付 属小 中で児童生徒 一人あた り700元 にのぼ った。 「実験○○学

校 」 と名を変 えたも との重点学校では学費 ・諸経費を授業料 を払 えない生徒 もい るとい う。 ま

た,近 年大学入試 向けの 「導航」(塾)が 増えてい るとのこ とであった。

なお,人 民 大学への外 国人留 学生に関 して は,漢 語 進修生が年 あた り2500～2600米 ドル,

高級進修生は3600～3800米 ドル を一括 払いする よう求 められ,分 割は相談に応ず るとのこ と

だが5%増 になる。

②2003年8月30日:2003年 に息子が高級 中学に進学 した父

北京市進学事情 について話を伺 うことがで きた。

北京で も,初 級 中学か ら高級 中学への進学は市 内の統一試験 で決定 され,進 学先 も自動的 に振

り分け られ る。試験科 目は例年5科 目で あったが,2003年 はSARSの ため3科 目360点 満点 で

あ った。北京 大学附属 中学,清 華大 附属 中学,北 京 師範 大学附属 中学 が最高点 にランク され,

いずれ も330点 以上でない と合格で きなか った。それ以下は5点 刻みで学校の ランクが発表 さ

れる。進学先は市教委が一方 的に決定 し,各 大学の附属初級 中学 か らそのま ま附属高級 中学 に

上がれる とは 限らない。なお,市 教委指定外の学校へ の進 学 も可能であるが,そ の場合 は一律

3万 元 プラス+学 校毎 に異 なる手続 き費用が請求 され る。 さらに,そ れ とは別に生徒 の棺案移

動手数料5000元 が必要 となる。各学校 とも,合 格最低点 の10点 下 まで人員 を受け入れてい る。

これはまた小学校 でも同様 であ り,幹 部 の子弟が通 う学校 と して有名な東城区の景 山小学 では

6万 元が必要 とされる。
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たが,こ れは改革開放政策開始後の経済発展に従ったもので,科 目開設時

に担当教員が不足すると近隣の関連企業に専門家の派遣を依頼 し,問 題な

ければこの学校へ移籍 してきた。現在,コ ンピュータ ・自動車 ・日本語の

3科 が設けられている。コンピュータ科の場合,教 員は延吉にある延辺科

技大学で研修を受けた。また自動車科の場合,外 部の自動車整備工場 と提

携しており,基 礎は3か 月間学校で学習 し,そ の後,工 場で実地研修をお

こない,同 時自動車運転の免許 も延吉の自動車運転試験場で取得すること

になっている。

授業は1日7時 限,1時 限は45分 。コンピュータ科では毎 日コンピュー

タ操作1時 限が必修 となっている。目標 としては卒業までに中級レベル,

国家資格4級 を掲げている。

写真は,コ ンピュータ科の時間表である。毎 日の最後の時間が自習時間

である点が目立つが,そ れ以外にも徳育・礼節な ど道徳教育の時間が多い。

自動車科でも専攻科 目の自動車は毎 日1時 限必修であり,自 動車整備士の

資格が 目標である。 日本語科では,日 本の国際協力基金が実施 している日

本語能力検定試験受験2級 合格を目標 としているが,実 際はやや難 しく,

コンピュー タ科時間割

あらかたの者は3級 合格の水準で

あった。朝鮮族の特性から初級中学

ですでに日本語を履修 している者 も

あるが,全 くの初学者 もあ り,生 徒

の学力のばらつきが大きい。

卒業生の進路に関 しては,希 望 と

しては留学が最も多いものの,実 際

には経済面での負担に耐え うるか ど

うか,さ らには手続きが複雑である

ことなどの問題があ り,実 際に留学

に出かけられるものは少ない。留学

した者はほとんどが語学,具 体的に

は日本語習得が目的であり,3年 前,

すなわち2000年 頃に大阪,広 島へ

合計8人 が,2003年 には東京へ1人
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が日本語学校への就学生 として日本に渡 った。ただ し,か れ らが日本か ら

帰ってきたのかどうか,あ るいはその予定があるかどうかに関しては不明

であった。そのまま日本で就労している可能性も捨てきれない。大学進学

では 日本では学部にあたる本科への進学はほとん どなく,多 くが専門学院

であるコンピュータ関連が多い。2003年 は16人 が進学 したものの15人 が

吉林 ・長春のコンピュータ関連専門学院へ,本 科への進学は1人 だった。

就職の場合,学 校の推薦によって広州 ・深1111・珠海 ・大連 ・山東など南

方へ通訳 ・管理業務などを中心に出て行 っている。省外へ就職する者は全

体の3分 の2に のぼる。この場合も朝鮮族の特性を生か し,LGな ど韓国

企業への就職が 目立つとい う。なお,女 子で南方に就職するのは給与が高

い場合に限られ,こ の場合も韓国系企業が多い。南方各地に就職する場合,

初任給は食事 ・住居付きで月当た り500～1000元 であり,卒 業生の多 く

が最初に就職 した企業で何年間も勤務を継続 しているとい うが,転 職の激

しい中国でこうした状況が起きるのは,給 与など条件がよいと判断 してい

るか らである。そ して,家 計が苦 しい家の子女は,就 職 した場合必ず毎月

故郷に仕送 りをしているとい う。

いっぽ う吉林省内に残るのは全体の3分 の1で あり,自 営業 ・サーヴィ

ス業中心である。 自営業者の子弟は食堂 ・自動車部品販売などサーヴィス

業が多 く,そ の他,プ リンタな どPC関 連商品の販売や"網 口巴"(イ ンター

ネッ トカフェ)を 開いている者もいる。就職希望者に対する求人票は企業

から来るが,直 接電話で求人依頼をしてくる企業 もあり,日 本的なシステ

ム とは異なっている。学校では1990年 か ら生徒への企業を推薦するよう

にな り,個 別の企業をひ とつだけ紹介するとい う。 日本でも高校生の就職

活動は在校 中に担任あるいは就職担当の教員か ら紹介され,校 長推薦を受

けて行われるのが普通であり,こ れは類似のシステムといえる。

進路決定にあた り,図 椚市職業高級中学では 日本の中学や高校同様,担

任教員 ・本人 ・保護者による三者面談がおこなわれる。一般に卒業前の学

期におこなわれるが,卒 業直前には全員に対 して実施が完了している。保

護者は時間の都合のつく方が出席 し,父 母いずれでもよい。基本的に保護

者は学校を信頼 しているので,教員の指導に従 うケースがほとん どである。

しか し,生 徒のほとんどが一人っ子であるため,子 や学校に対する親の要
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求は高い。したがって,生 徒の就職に際して親の意見は有効であ り,教 員

はそれを勘案 して企業を推薦および紹介す るが,最 終決定は本人の判断に

委ね られる。

なお,中 途退学はほとんどない と説明されたが,勤 め先が見つかった場

合には中退する生徒もあり,2002年 には10%に のぼったという。それで

も,卒 業証明書がないと就職するにしても始まらないので,こ の数字にと

どまっている とい う。

②2003年8月28日 午前:図 椚市石蜆中学

ここでは,教 務主任へのインタヴューが行えた。

石蜆中学は図椚市内の北方30kmほ ど,西 に延吉をひかえた ところにあ

る。現在の図椚市成立の時に組み込まれたところで,も とは鎮であった こ

とか ら,農 村地区の中心的町といえる。

同校は普通課程の完全中学で,1960年 代に創立された時から初級中学 ・

高級中学が設置されている。現在,全 校で教員52人,生 徒数は初級中学

が1～3年 まで各学年1ク ラス,3学 年で合計200人,高 級中学は3学 年

で380人 で,各 学年1～2ク ラス編成であった。朝鮮族は一人 っ子政策が

採られる以前か ら子供の数が少なく,か つ教育熱心であったことでも知 ら

れる(2°)が,石 蜆中学で も初級中学卒業後,直 ちに就業する者はごく少数

であ り,専 門学校に進学する者20～30%,残 りは高級中学に進学する。

高級中学への進学には入学試験を受けなければならず,完 全中学である

石蜆中学でも,同 校の高級中学へは入試に合格 しなければならない。入試

は図椚市で統一 して実施され,石 蜆中学では600点 満点420点 を高級中学

合格の最低ラインとするよう,図 椚市教育委員会より提示された。しかし,

石蜆中学では合格者最低ラインを396点 に引き下げたが,こ れは市教委の

ラインでは欠員が発生したため,そ の補充を行わねばならなかったか らで

あった。要するに補欠合格であ り,石 蜆中学では話が出なかったが,後 述

の図椚鉄路学校でのインタヴューなどか ら考えると,一 定の補欠合格入学

(20)満 洲 国成 立前 後か ら1950年 代 までの間島 ・延辺朝鮮 族 自治州 の朝鮮 人 ・朝鮮族に対す る教

育については金美花 『中国東北農村社会 と朝鮮 人の教育一吉林省延 吉県楊城村の事例 を中心 と

して(1930-49年)』(お 茶 の水書房,2007年1月)参 照。
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金とで もい うべき別途手続き費用を徴収 して学校経費をまかなっていると

考えられる。補欠合格者ラインに関 しては,学 校から市教委に報告がな さ

れているとい う。 しかしなが ら補欠合格者は,高 級中学での教育内容に対

応できるようにと設定 した当初のラインを,5%以 上下回っているわけで

あ り,入 学者の学力問題が発生するのではないか と心配 していた。至極当

然の事ではあるが,学 校の財政的維持 と学生生徒の学力維持 とは一見反比

例するよ うに見えて,長 期的に見れば比例するものであ り,学 校の社会的

評価 とも関わ って くる。それは,図 イ門市内より30kmと いうことは州都延

吉にも40kmと い う微妙な位置が反映した結果で もあった。教務主任の話

では,以 前は石蜆の生徒は必ずそのまま地元の高級中学に進学 したが,こ

こ4年 ほどの傾向として図椚市内の学校に進学 したがり,さ らには延吉の

学校に進学する者 も増 えているとい う。

進路決定に関 しての三者面談は制度 としては取っていないものの,生 徒

の保護者が学校へ来れば必ず対応するとい う。また,特 に高級中学の場合

大学進学が問題 となるが,志 望大学の選択は,生 徒の意見が主 とな り教員

の意見は助言にとどま り,あ えて数値化すると生徒65に 対し教員35で あ

るという。ただ し,教 員側は生徒の学力を把握 しているので,合 格可能性

のある大学を示す事になる。すでに述べたように,中 国の大学入試は国立

大学の場合全国統一試験だけで決まるため,受 験機会は一回しかない。 こ

のため,い くら生徒の意見が主であるといって,教 員の助言を無視する事

は考えにくい。学校側 も,大 学入試に対 して補習授業をおこなって学力向

上を図っている。その結果は,一 部が浪人するもののほとん ど全員が合格

しているとのことであった。 しか しなが ら,教 務主任が挙げた事例 として

は,重 点大学の例 として1998年 に中央民族大学,北 京理工大学,上 海交

通大学に各1名,2003年 には北京理工大学の 日本語学科に女子が1名,他

は延吉の延辺大学朝鮮語学科や医学部に毎年5～8人 ほど合格するにとど

まる。こうした実績は,図 椚市内の技術学校,鉄 路学校 と同レベルであ り,

2003年 の結果 として大学本科は32人 受験 して10人 合格,短 大 ・専門学校

にあたる専科は32人 受験 して20人 合格 とのことであった。この受験実績

か ら考えると,石 蜆中学の高等教育機関への進学希望者数は2003年 の場

合総計で32人,全 員がその希望を叶えた事になる。なお,国 外への就職
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は毎年5～6人 あり,す べて韓国である。

学校の財政は生徒数が多いほど豊かになるという。市政府から年間経費

として3万 元が補助 されるものの,そ れ以外は学費でまかなわざるを得ず,

初級中学200人,高 級 中学380人 の生徒数では全 く足 りないとい う。経費

は,教 員給与が大部分であり,残 りは実験室,す なわち理科教育関連経費

が占めている。

なお,石 蜆中学のような農村に準ずるような地域にある学校では教員不

足が深刻であ り,特 に数学 ・物理 ・化学など理数系科目の教員に欠員が発

生し,授 業にも差 し支えることがある。理数系科 目の教員は,コ ンピュー

タ関連など他の仕事への転職が容易であり,実 績などから好条件で引き抜

かれる事が多い とい う。このため他の教科の教員が理数系科 目を兼担 した

り,退 職者の再雇用,図 椚に隣接する注清など他地域からの招聰している

とい うが,話 しぶ りか ら判断する限り,実 際は困難なようであった。また,

朝鮮族地域であ りながら朝鮮語の教員 も不足 しているとい う。根本的な問

題解決のため,同 校では大学卒の教員を配置 してくれるように市政府に要

求しているが実現は困難であり,本 来大卒を条件にしていた若い教員につ

いては,専 門学校など4年 制高等教育を受けていない者でもよしとせざる

と得ない状況にある。学歴 と教員 としての能力 とは必ず しも一致するわけ

ではないが,長 期的に見ると教員への社会的評価 とも関わ り,教 育の質の

問題に影響する危険性が高い。

③2003年8月28日 午後:図 椚鉄路学校

ここでは,図 椚鉄路学校で日本語を担当していたが,現 在は学校の受け

付け事務を担当している元教員に対 してインタヴューができた。

図椚鉄路学校は鉄道部所属の普通中学で,一 般の学校が教育部 ・市教委

の指導を受けるのとは管轄が異なっている。学校規模は初級中学が生徒数

1年 次2ク ラス100人,2年 次3ク ラス120人,3年 次3ク ラス160人 の合

計380人 。高級 中学は1年 次3ク ラス170人,2年 次2ク ラス120人,3年

次2ク ラス120人 で合計410人 。教員は全員で70人 であった。 この元教

員の配置換えの理由ともなるのであるが,1990年 代半ば頃か ら,図1門では

従来の日本語に代わって英語に外国語の選択順位が代わるようになってき
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たという。英語の方が卒業後の選択の範囲が広いからと言 うのが理由であ

るという。その結果,高 級中学3年 生で 日本語選択者が15人 いるものの,

他は初級中学を含めすべて英語選択者 となっている。この傾向は,今 後 と

も変わることはないであろうとのことであった。

高級中学では,初 級 中学からの内部進学が4096,外 部からの入学者が

60%で あ り,初 級中学卒業後ただちに就業する者はなく,多 くが職業中学

に進学する。延吉への進学は学年で3～5人 にとどまるが,こ れは鉄路学

校が図椚市街地にあることとも関係 していると思われる。なお,ク ラス担

任の教員が初級中学生との受験先を決めることはないとのことであった。

高級中学卒業後を含め,進 路決定に際して親子の対立はほとんどない。

これは,学 校が鉄道部所属であり,90年 代以前の単位社会で当然とされて

きた親と同じ職場で労働することがいまだつづいているのかもしれないが,

この点に関しての詳 しい説明はなかった。なお,生 徒の保護者の職業は60

～70%が 鉄道関係者であった。高級中学卒業後の進路は60%が 大学であ

り,同 校がかな りの進学校であることがわかる。その うち,2003年 の場

合,北 京が6人 で最多であった。具体的には北京師範大学,北 京科学技術

大学各1人,清 華大学3人,北 京大学2人,こ の6人 はいずれ も統一試験

で700点 満点621点 以上であった。また,延 吉の延辺大学へは30人 以上

が進学 している。専門学校は25%が 進学 しているが,そ の行 く先は大連

水産学校な ど多様であった。いっぽ う,就 職は15%で あるが,学 校あて

に求人票は来ない。 日本へ渡航する者は日本語学校での就学を目的 として

いるとい うが,実 際には就業する者が多いと思われる。また,韓 国へ渡航

するもの者もあるが,こ れは親族が韓国にいる者に限られる。なお,大 学

卒業後の 日本留学は40%に のぼ り,朝 鮮族ゆえ比較的容易に身につ く日

本語を生かした といえよう。

初級中学 ・高級中学の入試では,最 終的な合格者の半数以上が補欠合格

扱い となってお り,各 人6000元 を納入 しなければな らない。これは学校

経費に充当されるとい うが,特 待生制度があるものの,負 担のあ り方 とし

ては問題がある。
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④2003年8月28日 午後:図 椚市第五中学

ここでは,同 校のもと日本語担当教員の話を伺 うことができた。図椚市

第五中学は普通初級 中学であり,若 干の漢族の生徒がいるものの,基 本的

に朝鮮族の学校である。規模は生徒数1年 生8ク ラス400人,2年8ク ラ

ス400人,3年10ク ラス500人 。教員は全部で130人 。1ク ラス50人 の

大学級であるが,こ れについては格段の問題はないようであった。なお,

第五中学では初級中学でありなが ら外国語 として日本語を履修することが

できたが,2003年6月,履 修希望者数の減少により,最 後の日本語1ク ラ

スが廃止された。このため,こ の 日本語担当教員も2003年9月 以降は日

本語か ら別の教科に移 ることを要請されているという。

生徒は図イ門市内全域 より入学するが,遠 方の生徒はアパー トを借 りた り,

下宿せざるを得ず,そ の割合は全体の5～10%に のぼっている。かれ ら

は保護者 と共に図椚市内に来ているため,家 族の生活が破綻 しかねない。

このため,学 校側は学校か ら徒歩20分 ほどの所に寮を開設 した。4人 部屋

で,部 屋代は月当たり30元,食 費が月当た り240元 となっている。

生徒の保護者 とはかな り頻繁に電話で連絡を取っている。家族会の召集

も電話連絡で行われ,1学 期に2回 は必ず実施 される。ここで問題 となる

のは生徒の出席状況であ り,出 席状況が芳 しくない生徒については,教 員

が家庭訪問を して保護者 との連繋を持つ とい う。

第五中学か ら高級 中学への進学は,2003年 度は12ク ラス卒業 した うち,

延吉の延辺一 中へ13人 進学 したほか,残 りは図椚第一高級中学や鉄路中

学に進学 した。なお,初 級中学卒業者のうち3分 の1が 漢族の高級中学に

進学 した。保護者の考えでは,漢 族社会に早くなれ させるためであ り,漢

語ができれば中国国内な らどこでも仕事があるか らとのことであった。な

お,英 語を学習させるために漢族の高級中学に進学することは制度上あり

得るが,実 際には存在しない。朝鮮族の大学受験は,入 試に日本語が科 目

としてあって有利なように思われるが,現 在は問題の難易度が英語が同水

準になるように簡易化されてしまったため,日 本語履修のメリットはな く

なってしまった。以前は30点 差あったものが2003年 には10点 差 となっ

ていることか ら,日 本語履修のメリット喪失とそれにともなう履修者の減

少が説明できるとい う。 しか も,現 在は英語指定の大学が多 く,こ の点で
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は日本語履修が逆にデメリットとなってしま う。なお,中 華人民共和国に

おける民族教育の頂点とされる中央民族大学は,国 家教育部によって重点

大学 とされているが,延 辺の朝鮮族からはそ ういった評価は受けておらず,

人気はない。これは延辺大学 も同様であり,教 育熱心である朝鮮族は,民

族や民族言語のハンディをほとんど気にせず,漢 族 と同様かそれ以上の進

学欲求を持 っていることが理解 された。実際,条 件 さえ整えばとの話であ

るが,高 級中学卒業後ただちに外国の大学に進学することもあり,そ の中

には 日本や韓国の大学も含まれている。 とはいえ,高 級中学卒業までは祖

国である中国で終わらせてや りたい というのが多 くの保護者の希望である

とい う(21)。

第五中学関係者からはまた,気 になる状況が紹介 された。それは,子 供

の学費をまかなうために両親が外国に出稼ぎに行ったあとの状況であった。

両親 とも出国 して しまえば,子 供 と祖父母が図椚に残 ることになる。これ

はここ5年 ほどで急増 し,2003年 現在では朝鮮族の50%の 家庭が出稼ぎ

に出ているとい う。行 く先は韓国が80%,残 りは 日本などであるとい う。

漢族がほとんど外国への出稼ぎを しないのに比べると,こ の多 さは際だっ

ているとい う。

⑤2003年8月30日 午後:図 椚市立小学校

最後に,30年 近 く図椚市立小学校教員を務めてきた女性に,イ ンタヴュー

する機会があった。彼女は2002年 夏,49歳 の時に児童数減少を理由に指

名退職 となった。

彼女の話によると,朝 鮮族は両親そろって韓国への出稼ぎが多く,金 銭

的には裕福になるものの,結 果的に子供を放任 して しまい,非行に走るケー

スが多 く,社 会問題化しているとのことであった。また,高 級中学以上の

学校は義務教育段階ではないために独立採算を迫 られ,教 員給与と若干の

実験費補助のみが市政府か ら支給されるにとどまっている。このため,各

学校は入試不合格者を 「補欠」合格扱いとし,一 定範囲までを一律に6000

元の入学許可金を支払えば入学を認めているという。入試成績などは公表

(21)少 数で はあるが,高 級 中学段階か ら 日本に編 入学の形で留学す る子弟 もいる とい う。
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しているが,そ の割合は定員の半分にものぼ り,学 校の資金確保の重要な

手段 となっているとい う。入試制度を利用 した資金確保と言っても過言で

はない状況であるとい う。

3.小 結 図椚の事例か ら見えること

図椚でのインタヴューは5件 に とどまったが,普 通中学 ・職業中学,市

内の市街地の学校 ・農村地区の学校,管 理職,現 職教員,元 教員と,教 育

関係者 として見た場合,あ る程度幅広い環境におかれた人たちと接するこ

とができた。このため,2003年 に実施 したこのインタヴューは,延 辺朝鮮

族自治州の東端にある図椚市の状況の一端を知る手がか りとなると思われ

る。

共通する事柄 としては,20世 紀以前か らの朝鮮族の子弟に対する教育の

熱心さであった。すでに指摘 したことではあるが,朝 鮮王朝での儒学受容,

儒学の教養を身につけたものを尊崇する風潮が漢族以上である朝鮮人 ・朝

鮮族は,元 々の活動範 囲であった現在の延辺,す なわち以前の間島各所に

多くの書塾を設置 してきた。その中には,ハ ーグ密使事件にも関わ り,日

本の植民地化に抗 した瑞旬書塾なども含まれる。すなわち,近 代ナショナ

リズムが この地の朝鮮人 ・朝鮮族に浸透す る中で,従 来の儒学を中心 とし

た書塾教育も歴史的変化を見せたのである。これは,本 稿のテーマか らは

逸れるが,認 識 しておかねばならない事実でもあろう。そ うした歴史に根

ざす教育への熱意は,現 在のこの地では後期中等教育 ・高等教育段階への

進学欲求として現れる。 しばしば学校に出向いて担当教員 と面談する保護

者,子 弟の学費をまかな うための韓国への合法的・非合法的出稼ぎなどは,

外面的状況さえちが うものの,日本の現在 とも相通ずるものを感 じさせた。

特に進路指導に関しては,異 口同音に生徒本人が最終的に決断する とのこ

とではあったが,そ こに至るには教員 ・保護者の働きかけがあることは容

易に推察できた。単なる情報の提供ではない相談が進路指導には求められ

るが,日 本的な三者面談,学 期毎の保護者会,必 要があれば取 られる教員

からの直接個別指導など,教 育とい う営為の本質的な同質性を感じずには

いられなかった。
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そのいっぽ うで,改 革開放政策が推進 され,資 本主義化が進む中,教 育

機関に対 しても国家あるいは地方 自治体か らの経費支援が行われにくく

なっていることも重要な問題点であろう。北京や上海などの大都市 と異な

り,地 方都市である図椚では,中 学が大学進学のための予備校を併設する

ことなど,2003年 段階では行われておらず,人 件費以外の必要経費を自弁

するには,生 徒や受験生か ら徴収するほかなかった。それが,正 規合格者

を定員の半分ほどに抑え,補 欠合格者か ら一律に6000元 を納入 させると

い うや り方であった。このことに対 し制度面への不満の声は聞けなかった

が,決 して小さな金額ではなく,生 徒の保護者の韓国などへの出稼ぎの一

因となっていることは間違いあるまい。 こうした別ルー トでの資金獲得は

決して図椚だけの特殊例ではなく(22),全国的に見 られる現象である。そ う

なると,教 育予算を充分に取れず,な おかつサイ ドライン的に経費を集め

ることができない地方の教育経費は,下 手をすると人件費もまともにまか

なえない危険性が出てくる。石蜆中学での理数系教員の流出は,そ うした

しわ寄せが図椚で も起 きていることを示 している。 これは教育格差の拡大

にもつながる問題であろう。

また,朝 鮮族の特殊性を自ら主張することよりも,中 華人民共和国とい

う漢族を中心 とした社会の階段をいかに昇るのか,が 図椚の朝鮮族の間で

は追求すべき課題 となっていると判断 された。これが,朝 鮮語によって高

等教育を行 う延辺大学の評価の低さ,さ らには中央民族大学への評価の低

さにつながっていると思われる。皮肉な形で,中 華民族という意識が形成

されつつある ともいえる状況であった。

図椚でのインタヴューは2003年8月 末に行った。この段階でもすでに

現在の中国教育が抱える諸問題が噴出していた。同地からは,本 学へ も毎

年留学生が来ている。その意味でも本学 との縁浅からぬ地域である。かれ

らへのインタヴューを今後 も重ねることで,今 後 も状況の変化をたどるこ

とが可能であろう。

(22)大 都 市部の方 が,人 々 の所 得 も高 いこ とか らそ うした現象 は よ り甚だ しくな ってい る。註

(18)参 照。
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【付記】

本稿は,愛 知大学個人研究助成(助 成番号C-114)の 成 果である。

付図1文 革期の学校系統

出所:工N.Hawkinsed.,EducationandSocialChangeinthePeople'sRepublic

ofChina,1983,PraegerPublishers,NewYork,p.36

原注1.国 家に よる財 政援助 と指 導。

2.人 民公社,工 場に よる財政援 助 と指導 。

3.エ 場,農 場,軍 隊,政 治機関(1～3年 制 の幹 部学校)に より運 営 され る学 校は(図 中

には… …引用者)示 され ていな い。

4.短 期学校 と特別の短期 コースは(図 中には……引用者)示 されて いない。

訳注:「 文革」期 には,各 大学 の専 業(学 科)を 統 合 した ことがあ った。た とえば,経 済 ・哲

学 ・歴史 の3専 業を統合(「 三合一」)し て 「政 治学専業」を設けた。(『中 国教育年鑑 』

1984年 版,246頁)
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付図3従 来想定されていた学校系統
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出所:r辞 海 教育,心 理分冊』上海 ・上海辞書出版社,1980年,4頁 。

注:義 務教育の規定はない。
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SecondaryEducationSystem

inContemporaryChina

MIYOSHI,Akira

IncontemporaryChina,therearemanyproblemsintheeducationsector.

Aboveall,themostenormousproblemisthechoiceproceedingnextstage

ofeducationortakingjob,aftergraduateofmiddleorjuniorhighschool.In

contemporaryChina,theplural-trackschoolsystemistheonlyone.;further-

morethestudentwhograduatethemiddleorthejuniorhighschoolhasonlyone

chancetochoosehisorhercourseinhisorherlife.

Insummer2003,IhavevisitedTUmen(図 イFD,easternedgeofYanbian

(延 辺)AutonomousprefectureofKoreansinJilin(吉 林)province.The

Koreanshavehadenthusiasmforeducationtotheirchildren.Incontemporary

China,theirenthusiasmforeducationbringthemnewproblems.Andthe

China'splural-trackschoolsystemmadeitmoresignificantnegativeimpactson

them.Thereisfurtherfactthatmoneyproblemoneducationbecomesmore

andmoreserious.Oneschoolteachersaidthatahalfofstudentsissecond

string,andtheyhadtopay6,000RMBtoentertheschool.Anotherteacher

saidthatrecentlythenumbersofparentsofKoreansmakeavoyagetoRepublic

ofKoreatoworkfortheacademicfeeoftheirchildren,howeverthechildren

staybehindinTumenbecomeadelinquentmorethanonce.
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